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現行再処理廃液をか焼・顆粒化して MA 分離変換技術が確立するまで貯蔵して大幅な環境負荷低減を図る柔

軟な廃棄物管理システムの実用化開発では、媒体となる HLW 顆粒体について、製造性、貯蔵性、再廃液化

性の観点を総合して最適化を行うことにより概念仕様を定めた。 
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1. 緒言 MA 分離変換技術を現行再処理廃液に適用することができればその有効性を大幅に向上させるこ

とができる。このため、現行再処理後の高ﾚﾍﾞﾙ廃棄物をか焼・顆粒化して HLW顆粒体とし、MA分離変換技

術が確立するまで貯蔵し、貯蔵後に分離技術に繋げるため再溶解する柔軟な廃棄物管理法の実用化開発を

進めている。HLW顆粒体は柔軟な廃棄物管理ｼｽﾃﾑ全体にわたる廃棄物媒体であり、顆粒体の製造性、保管時

の化学挙動、再溶解特性を試験してその形態の最適化を図ってきた。実用化開発では各試験検討結果から

柔軟な廃棄物管理実用ｼｽﾃﾑの概念仕様をまとめており※)、本報告では顆粒体の概念仕様について説明する。 

2.顆粒体の要件と最適化、及び概念仕様 

HLW 廃液はｱﾙｶﾘ廃液や残渣等を含んだ現

行再処理廃液を想定した。貯蔵期間を 50

年間と考えた場合の HLW貯蔵形態として、

か焼により固体化し、粉体化低減と再溶

解性確保のために酸化物/硝酸塩混合体

とした顆粒体形状を選定した。顆粒体性

状の最適化を図るため、まず製造時温度

(低：300℃、中：600℃、高：900℃)に

応じて酸化物/硝酸塩比率等を変化させ

た顆粒体による各種試験を実施し、ﾛｰﾀﾘ

ｰｷﾙﾝ法による製造性、γ線照射による長期放射線分解性、ｷｬﾆｽﾀ材との長期材料共存性、及び硝酸への再溶

解性等を総合的に評価した。その結果、いずれの製造時温度の顆粒体でも柔軟な廃棄物管理ｼｽﾃﾑは成立す

るが、ｼｽﾃﾑの有効性を比較すると製造時温度「中」とした顆粒体を用いたｼｽﾃﾑが最も有効であった。その

主な理由は、製造時温度「低」の場合、顆粒体に残留する有機物由来炭素の保管中発熱防止のため、廃液

からあらかじめ有機物を取り除く装置を追加で開発する期間が必要であり、製造時温度「高」の場合、製

造時にﾆｯｹﾙ系合金の炉心管材が必要でその性能確認に開発期間を要する。これらの開発期間を確保すると

ｼｽﾃﾑ導入遅延が生じ、現行再処理稼動期間に発生する廃液のうち分離変換に繋げられる廃液の割合が低下

して、ｼｽﾃﾑの有効性が低くなるためである。従って、製造時温度「中」の顆粒体を用いたｼｽﾃﾑが最も有効

性が高く、600℃で焼成した顆粒体の硝酸塩割合約 30wt%NO3
-を顆粒体の仕様と定めた。また、顆粒体は吸

湿性を示し、放射線分解によるｷｬﾆｽﾀ

内圧上昇やｷｬﾆｽﾀ腐食増大に繋がるの

で、製造からｷｬﾆｽﾀ封入まで湿潤空気

に触れる時間を想定し、含水量限度を

定めた。なお、密度や熱伝導率等は試

作模擬顆粒体の測定結果から定めた。 
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図１ 柔軟な廃棄物管理ｼｽﾃﾑにおける顆粒体性状の優劣 
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項目 顆粒体仕様 観点(主に試験で確認した事項)

粒径分布 10 µm以上(99%) 製造・開封時安全確保のため、浮遊性粒子を低減
貯蔵時局所融解防止のため、発熱性元素の一様分布
→ 模擬顆粒体製造試験で確認組成分布 0.1mm以下

密度 3.5 g/cm3

模擬顆粒体を作製して計測、貯蔵時熱除去性解析で確認
熱伝導率 0.8 W/m/K

残存硝酸塩割合 約30 wt ％NO3
-

模擬顆粒体の放射線分解試験、キャニスタ腐食試験,
再廃液化試験で確認

模擬顆粒体の放射線分解試験、キャニスタ腐食試験で確認含水量限度 0.3 wt ％以下

表 1 最適化された顆粒体の概念仕様 
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